
年間授業計画

高等学校 令和５年度（２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ Harmony   English Logic and Expression I（いいずな書店）

使用教材： （ 総合英語 be 4th Edition   English Grammar 46（いいずな書店） )

使用教材： （ 総合英語 be 4th Edition   English Grammar 46 Workbook（いいずな書店） ）

使用教材： （ DataBase 4500  （桐原書店） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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話
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]
話

[

発
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書

論理・表現Ⅱ

思

【 知　識　及　び　技　能 】

English Speech & Recitation Contest

Recitation Speech についてスピーチを暗記
し、発表することができる。

[題材内容]
実際のスピーチ原稿

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り・発表）
〇聞くこと
〇読むこと

〇 〇〇〇

スピーチ原稿を暗記し、適切な発音・イントネーション
で発表することができる。

○○

Lesson 1　During Spriong Vacation

現在形・過去形・未来形の表現を適切に用いて
話したり、書いたりすることができる。

[題材内容]
春休みの過ごし方について

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇書くこと

[文法]
現在形・過去形・未来形

〇

上水

知

【主体的に学習に取り組む態度等】

外国語 論理・表現Ⅱ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
習得すべき知識や重要な概念等を理解する。それらを既有
の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、概念
等として理解したり、技能を習得したりする。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要
な思考力、判断力、表現力等を身に付ける。

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概
要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることがで
きる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用い
てコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅱ

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を
身に付けたりすることに向けた粘り強い取り組みの中で、
自らの学習を調整することができる。

〇 〇

〇〇

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り・発表）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
受動態

〇 〇 〇

Lesson 3　My Career Path

助動詞の表現を適切に用いて話したり、書いた
りすることができる。

[題材内容]
将来のキャリア

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇書くこと

[文法]
助動詞

Lesson 2   My Favorite Star

現在完了形・過去完了形の表現を適切に用いて
話したり、書いたりすることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（発表）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
現在完了形・過去完了形

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

前
期

Lesson 4  Talking about Japanese Culture

受動態を適切に用いて話したり、書いたりする
ことができる。

領域

7

6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇

〇

Lesson 6  Town Planning

不定詞の表現を適切に用いて話したり、書いた
りすることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
不定詞

〇 〇

Lesson 5  Disaster Prevention

不定詞の表現を適切に用いて話したり、書いた
りすることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
不定詞

〇 〇

都市構造に関する話題について不定詞の表現を適切に用
いて話したり、書いたりすることができる。

防災に関する話題について不定詞の表現を適切に用いて
話したり、書いたりすることができる。

日本の文化・ものについて受動態を適切に用いて話した
り、書いたりすることができる。

配
当
時
数

○

〇 ○ ○

〇

○ 6

態

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，
書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにす
る。

外国語

7

8

7

8

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

現在形・過去形・未来形の表現を適切に用いて話した
り、書いたりすることができる。

現在完了形・過去完了形の表現を用いながら、人物紹介
をパワーポイントを使用して行うことができる。

自分の将来の計画について助動詞を用いながら話した
り、書いたりすることができる。

〇 ○
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領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
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後
期

Lesson 7  Foods and Culture

動名詞の表現を適切に用いて話したり、書いた
りすることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り・発表）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
動名詞

〇 〇 〇 〇 〇 8

食に関する話題について動名詞の表現を適切に用いて話
したり、書いたりすることができる。

Lesson 8  ICT and Universal Design

分詞の表現を適切に用いて話したり、書いたり
することができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
分詞

〇 〇 〇 〇

ICTとバリアフリーに関する話題について分詞の表現を
適切に用いて話したり、書いたりすることができる。

Lesson 9  World Peace

関係代名詞を適切に用いて話したり、書いたり
することができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り・発表）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
関係代名詞

〇 〇 〇 〇 〇

世界平和に貢献した人々について関係代名詞を適切に用
いて話したり、書いたりすることができる。

合
計

117

〇 〇 〇

7

8

健康と生活について比較の表現を適切に用いて話した
り、書いたりすることができる。

8

〇 〇

〇

7

Lesson 15  Be Yourself

要求・提案を表す表現や無生物主語・強調構文
を表す表現を適切に用いて話したり、書いたり
することができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
要求・提案、無生物主語・強調構文

〇

自分らしい生き方について、要求・提案を表す表現や無
生物主語・強調構文を表す表現を適切に用いて話した
り、書いたりすることができる。

8

Lesson 14  World News

時制の一致・話法を適切に用いて話したり、書
いたりすることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り・発表）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
時制の一致・話法

〇 〇 〇

〇 〇

ニュースの内容について時制の一致・話法を適切に用い
て話したり、書いたりすることができる。

〇 〇 〇

〇

海外ボランティアについて関係副詞を適切に用いて話し
たり、書いたりすることができる。

〇

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
比較

7

Lesson 12  If the World Were…

仮定法の表現を適切に用いて話したり、書いた
りすることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
仮定法

〇

Lesson 13  Culture and Perception

否定・疑問文の表現を適切に用いて話したり、
書いたりすることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
否定・疑問文

〇

文化と認知に関する話題について否定・疑問文の表現を
適切に用いて話したり、書いたりすることができる。

8

〇

異なる視点に関する話題について仮定法の表現を適切に
用いて話したり、書いたりすることができる。

7〇 〇

Lesson 11  Health and Lifespan

比較の表現を適切に用いて話したり、書いたり
することができる。

Lesson 10  Volunteering Abroad

関係副詞を適切に用いて話したり、書いたりす
ることができる。

[題材内容]
人物紹介

[領域]（◎主／○従）
◎話すこと（やり取り）
〇聞くこと
〇読むこと
〇書くこと

[文法]
関係副詞

〇 〇 〇


